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ブ ナ 林 に お け る 樹 木 と ネ ズ ミ 類 の 生 物 間 相 互 作 用 を 明 ら か に す る た め に 、 さ ま ざ ま な 樹
種 の 種 子 生 産 量 、 ネ ズ ミ 類 の 個 体 数 、 お よ び 種 子 捕 食 量 を 毎 年 調 査 し 、 そ れ ら の 時 間 的 変
動 の 相 互 関 係 を 検 討 し た 。
調 査 は 茨 城 県 北 部 の 小 川 学 術 参 考 林 で 、 行 っ た 。 ブ ナ が 優 占 す る 成 熟 し た 二 次 林 に 1 h a の
調 査 地 を 設 け 、 1998 年 秋 に 61 個 の 埋 設 式 巣 箱 ( 以 下 、 巣 箱 ) を 設 置 し 、 翌 年 か ら 春 と 秋
の 2 回 、 内 容 物 を 回 収 し た 。 こ の 巣 箱 は 、 ネ ズ ミ 類 の 採 餌 場 所 と し て 重 要 な 木 の う ろ や 倒
木 下 と い っ た 林 床 の 小 空 間 を 再 現 し た も の で あ る 。
標 識 再 捕 獲 法 を 用 い た ワ ナ 調 査 で は ア カ ネ ズ ミ と ヒ メ ネ ズ ミ が 捕 獲 さ れ た 。 両 種 と も 期
間 中 に 生 息 密 度 は 大 き く 変 化 し 、 ブ ナ 類 の 豊 作 年 (2000 年 ) の 翌 年 に 増 加 し た 。 巣 箱 は 両 種
の ネ ズ ミ に よ っ て 利 用 さ れ た 。 巣 箱 の 内 容 物 は 主 に 種 子 の 破 片 で 、 他 に 昆 虫 の 破 片 や 落 葉
が 含 ま れ て い た 。 巣 箱 あ た り の 種 子 の 破 片 の 乾 重 量 は 、 ブ ナ 類 の 豊 作 年 (2000 年 ) の 冬 期 に
は 平 均 3.92 g( コ ナ ラ 類 6 1 % 、 ブ ナ 類 3 8 % 、 サ ク ラ 類 1 % ) で あ っ た が 、 ブ ナ 類 の 不 作 年 (1998
年、 2 0 0 1 年 ) の 冬 期 に は そ れ ぞ れ 平 均 0 .3 8 g( コ ナ ラ 類 7 6 % 、 ハ ク ウ ン ボ ク 1 6 % 、 ブ ナ 類 3 % 、
ク リ 3 % 、 サ ク ラ 類 2 % ) 、 0 .9 9 g( コ ナ ラ 類 8 6 % 、 サ ク ラ 類 9 % 、 ブ ナ 類 2 % 、 ク リ 2 % 、 ハ ク
ウ ン ボ ク 1 % ) で あ っ た 。
本 調 査 地 に お い て は 、 冬 期 の ネ ズ ミ 類 の 餌 と し て 、 年 に よ ら ず コ ナ ラ 類 種 子 が 主 要 な 割
合 を 占 め る こ と 、 ブ ナ 科 以 外 の 種 子 も 利 用 さ れ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 ブ ナ 類 の
豊 作 年 に は 、 ブ ナ 類 種 子 が 相 対 的 に 高 い 割 合 を 占 め 、 ネ ズ ミ 類 の 生 息 密 度 の 上 昇 と あ い ま
っ て 、 群 落 あ た り の ネ ズ ミ 類 に よ る 種 子 捕 食 量 は 不 作 年 の 4-10 倍 に 増 加 し た 。 ブ ナ 類 の 豊
凶 は 、 種 子 捕 食 者 で あ る ネ ズ ミ 類 の 生 息 密 度 を 変 動 さ せ 、 共 存 す る 樹 木 の 冬 期 の 種 子 生 存
率 に 影 響 す る と 推 察 さ れ た 。
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